
 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設附帯駐車場の有料化実施に向けた基本方針 
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１ 有料化の背景と目的 

 

これまで市では、市庁舎や学校、体育館、文化会館、コミュニティセンター等、  

様々な施設を整備してきました。これらの公共施設におけるサービスの提供を将来に

わたり維持していくためには、今後、大規模な改修や更新等が必要となることから 

維持管理経費の増嵩が予想されます。 

 

また、今後の少子高齢化や人口減少等に伴う税収減や増加する扶助費による市全体

での財源不足が懸念され、公共施設においても例外なく将来費用が大きく不足するこ

とが見込まれます。 

 

こうした状況から、平成 29 年３月に、効率的な運営の実現を目指すことを目的と

して「海老名市公共施設再編(適正化)計画」を策定しました。この計画の中で、公共

施設全体にかかる将来費用を平均 35.9 億円/年と試算しており、今後の少子高齢化や

社会経済情勢を踏まえると、将来費用に対して 18.6 億円/年不足することが予測され

ます。 

 

そうしたなか、公共施設の維持管理経費は、施設利用者の使用料に加え、大部分は

公費により賄われていることから、必要に応じて選択的に利用される施設については、

受益者負担の原則による対応が方策の一つと「海老名市公共施設使用料等に関する 

基本方針（平成 26 年策定）」において位置付けられています。 

 

これらのことから、駐車場の利用者は、一定のスペースを一時的に占有するため、

維持管理コストに対する『受益者負担』及び『負担の公平性』の観点から公共施設に

附帯する駐車場の一部について、有料化に向けた取組を進めるものとします。 

 

＜参考：将来費用の試算結果と投資限度額の比較＞ 
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２ 有料化の基本的な考え方 

駐車場有料化に向けた基本的な考え方は、以下のとおりとします。 

 

＜『受益者負担』及び『負担の公平性』＞ 

公共施設は、建設費のほかにも継続的に維持管理経費が生じます。 

特に配慮する必要がある方を除いて駐車場の利用者は、一定のスペースを一時的

に占有するため、選択的に利用される施設については、受益者負担の考え方から、

維持管理コストに対する受益に応じて駐車料金を負担いただきます。 

また、維持管理経費は利用者の使用料に加え、大部分は公費により賄われている

ことから、受益に応じて利用者から一定の負担いただくことで、駐車場を利用する

人と利用しない人の負担の公平性を確保いたします。 

 

＜対象駐車場＞ 

有料化の対象は、導入効果を考慮し、まずは、公共施設に附帯する一般駐車可能  

台数が概ね 50 台以上の駐車場を対象とします。 

駐車台数が 50 台未満の駐車場については、管理経費の観点を踏まえ、当面、有料化

の対象外とし、今後、有料化実施後の状況を注視しながら、改めて検討するものとし

ます。 

また、公用施設1に附帯する駐車場については、各種行政手続きのために利用する方

が大半を占めることなどに鑑み、当面、有料化の対象外とし、公共施設の有料化実施

後の状況を注視しながら、改めて検討するものとします。 

 

＜対象駐車場一覧＞ 

施設名 駐車台数 

えびな市民活動センター  133 台 

海老名運動公園  649 台 

北部公園  106 台 

中野公園  143 台 

海老名市文化会館  374 台 

合 計 1,405 台 

※駐車台数は有料化に伴う機械設備の設置等により変更となる場合があります。 

                                                      
1 公用施設：行政事務を執行するための施設 

（例：市役所、こどもセンター、美化センター、資源化センターなど） 
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３ 有料化の効果 

前述の「有料化の基本的な考え方」を基に駐車場を有料化した場合、主に次の２点

の効果を見込んでいます。 

 

＜効果①：受益者負担の適正化＞ 

駐車場の利用者は、一定のスペースを一時的に占有するため、選択的に利用され

る施設については、維持管理コストに対する受益に応じた負担をいただくことで、

駐車場を利用する人と利用しない人（公共交通機関利用者など）との負担の公平性

を確保することができると考えられます。 

 

＜効果②：経費にかかる財源の確保＞ 

有料化により徴収した料金については、駐車場整備や施設の維持管理経費などに

活用することを積極的に検討していくことで、市民サービスの維持向上や指定管理

料の縮減などに繋がるものと考えられます。 

 

 

４ 運営時間 

各施設における駐車場の運営時間は、施設利用者の利便性を確保した上で、駐車場

管理運営事業者による提案内容等によって決定するものとします。なお、以下の開場

時間を予定しています。 

 

＜駐車場開場時間（予定）＞ 

駐車場名 駐車場開場時間 施設開館時間 

えびな市民活動センター 

駐車場 
8：30～22：30 9：00～22：00 

海老名運動公園駐車場 6：00～22：00 7：00～21：00 

北部公園駐車場 6：00～22：00 7：00～21：00 

中野公園駐車場 8： 30～17：30 9：00～17：00 

海老名市文化会館駐車場 

海老名市立中央図書館 

海老名市立総合福祉会館 

8：00～23：00 

文 化 会 館 9：00～22：00 

中央図書館 9：00～21：00 

総合福祉会館 9：00～21：30 
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５ 料金体系 

送迎・予約等に必要な時間を踏まえた無料時間、利用者の負担軽減・施設利用実態

に合わせた時間区分などを考慮し、各施設の駐車料金は下表とします。 

なお、税負担等の観点から市内と市外在住の方で料金の区分を行い、料金について

は市内在住の方は通常の２分の１とすることとします。 

 

＜料金＞ 

施設名 無料時間 通常料金 市内料金 

えびな市民活動センター 

駐車場 

１時間 

1時間を超えた後の 

１時間あたり 

２００円 

1時間を超えた後の 

１時間あたり 

１００円 

海老名運動公園駐車場 

北部公園駐車場 

中野公園駐車場 

海老名市文化会館駐車場 

海老名市立中央図書館 

海老名市立総合福祉会館 

  ※大型料金については、１回当たり 2,000 円 

 

 

６ 減免制度等 

特に配慮する必要があるとして、身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害者保健 

福祉手帳をお持ちの方並びに付き添いの方が運転する場合のほか、緊急自動車・国・

県又は他自治体の公務に使用する場合について駐車料金を免除します。 

行政目的のために主催する行事や社会活動団体が公共的な活動において一定の 

範囲で減免や補助等を実施します。 

 

 

７ 有料化の運営手法 

指定管理者を通じて、民間の駐車場管理運営事業者の持つ豊富なノウハウを活用 

することにより、維持管理・運営にかかる市の負担を軽減し、効率的な駐車場運営を

進めます。 
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８ 有料化に向けてのスケジュール 

公共施設の駐車場有料化については、以下のスケジュールで実施します。 

 

令和 
３年度 

令和 
４年度 

４ 
月 

５ 
月 

６ 
月 

７ 
月 

８ 
月 

９ 
月 

10 
月 

11 
月 

12
月 

１ 
月 

２ 
月 

３ 
月 

４月 
以降 

             

 

 

９ 今後の見直し 

  原則として、有料化実施後は３年を目途に定期的な見直しを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務担当 海老名市財務部企画財政課 

     神奈川県海老名市勝瀬１７５番の１ 

     電話番号 ０４６－２３５－４６３４ 

     Ｕ Ｒ Ｌ https://www.city.ebina.kanagawa.jp/ 
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